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1 担当課（館）

① スポーツ課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度
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① スポーツ課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

スポーツ課事業

活動内容

　市内１５地区スポーツ振興会への補助金の交付や体育指導委員による指導、助言等地区
スポーツの振興を図る。
　また、地区における事業計画の作成やスポーツ・レクリエーション祭などへの参加の呼びか
け等、地域がスポーツを通じて交流を図れるよう推進する。

　スポーツ振興会創設時より課題であったが、振興会事務を地区公民館で
やれるところ、そうではないところ（旧市内４地区）では事務的負担に相違
があり、不公平感の解消を図りたい。

学識経験
者等の意
見

　地区体育、スポーツ振興はますます困難な状況になっている。旧市内４地区の課題もある
が、体育指導員の意向、構想の集約にさらに努めてほしい。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　地区スポーツ振興の中心的役割を担う１５地区スポーツ振興会は、補助金が年々減額する
中ではあるが、それぞれ工夫しながら事業展開を図っている。地区の体育指導員（スポーツ
推進員）も事業へ積極的に関わりながら、スポーツによる地区内の交流を推進している。

課題等

重点施策点検・評価表
推進目標

市民生活に定着するスポーツの推進と支援

重点施策

地区体育、スポーツ振興会の充実強化

　　スポーツ競技団体の育成と指導者の発掘・養成

学識経験
者等の意
見

　市体協、単位体協の抱えている問題状況を把握できる手だてを確立してほしい。

スポーツ競技団体の育成と指導者の発掘・養成

　大館市体育協会や関係機関などにより、各スポーツ関係団体の育成を図るとともに、スポー
ツ指導者の登録等、指導者の把握・確保に努める。また、市民への派遣、紹介を推進する。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　市補助金や市民体育館及び武道館の管理委託をするなどし、大館市体育協会組織の基
盤強化につなげ、傘下単位協会の育成を図っている。また、市民からのスポーツ指導者照会
に対し、体育協会や体育指導員（スポーツ推進員）の派遣などで対応している。

　指導者の派遣については、課としての対応はもちろんであるが、他課との
連携を密にするとともに、指導者名簿の整備、見直しを図り、広く市民に周
知することを考えたい。

課題等
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3 担当課（館）

①   スポーツ課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度
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① スポーツ課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

　　スポーツ少年団の育成と強化

スポーツ少年団の育成と強化

活動内容

　スポーツを通じて心身の健全な青少年育成のため、その強化を図る。
　・スポーツ少年団リーダー会の育成補助
　・社会体育として、小学校運動部のスポーツ少年団への移行調査、推進
　・地域団の組織強化と本部との連携強化

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　小学校スポーツ少年団の社会体育化に向け、市スポーツ振興審議会への諮問、関係者に
よる「小学校スポーツ協議会」の開催、各小校長・ＰＴＡ会長への説明会などを開催し、地域
団へ２５年度中の移行を目標に推進中である。スポ小本部事務局も、２４年度から常勤職員を
配置、単位団との連携強化を図った。

課題等

　今後、保護者や一般市民にも移行の必要性や移行後の姿が見えるよう、
広報等で広く周知を図り、理解を広める。

学識経験
者等の意
見

　スポーツ少年団の在り方、学校団の一般団への移行の方策を積み上げていってほしい。市
小学校スポーツ協議会に期待したい。

体育指導委員活動内容の充実・スポーツ課事業

活動内容

　地域においては、地区体育スポーツ振興会や公民館との連携を図り、スポーツ事業への助
言・指導を行い地区スポーツ活動を推進する。また、市主催事業への積極な参加、協力を行
う。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　各地区において、体育指導員（スポーツ推進員）のスポーツ事業への役割は大きく、積極的
に参加、指導を行っている。市主催事業にも参加率は極めて高い。

課題等

　地区スポーツ事業は毎年変わらない傾向があるので、研修等で委員の
資質向上に努め、新しい事業を盛り込むなど、新規参加者の増加を図って
いきたい。

学識経験
者等の意
見

　スポーツ推進員の意識改革、研修の機会の設定にさらに努力してほしい。

重点施策点検・評価表
推進目標

市民生活に定着するスポーツの推進と支援

重点施策

体育指導委員活動内容の充実
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①   スポーツ課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度
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① スポーツ課

取組の方向性

□　継続

□　廃止検討

■　単年度

　　全国高等学校総合体育大会の開催

全国高等学校総合体育大会の開催

活動内容

　当市において平成２３年８月１日～４日に開催される全国高等学校総合体育大会ソフトテニ
ス競技の円滑な運営、開催に向け、実行委員会、実施本部、競技団体、関係機関等との連
携を密に大会の成功に努める。

点検評価

■目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　震災により、一時は開催自体心配された大会でしたが、全国から予定通りの選手・役員の参
加を得て、支障なく開催できた。また、大館から「希望・勇気」を発信するとともに、大館市を大
きくＰＲすることができ評価できる。

課題等

　特になし。

学識経験
者等の意
見

　ソフトテニス会場として高館テニスコートの評価はいよいよ高くなっている。利活用にさらなる
工夫と努力を。

スポーツ・レクリエーション事業の推進

活動内容

　次のスポーツレクリェーション事業を主催し、市民が気軽にスポーツに親しみ、交流する機
会を提供する。
　・ウォーキングデー大館大会（６月）
　・市民スポーツ・レクリエーション祭（１０月）
　・比内縦断駅伝（１０月）
　・市民スキー大会（２月）
　・スポーツレストランの開催（通年）

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　予定した今年度事業は、予定通り実施できた。また、３月には高齢者対象に３Ｂ体操を２回
樹海体育館で実施し、評価できる。

課題等

　市民の幅広い年代層の参加を目指し、さらにニュースポーツの普及に努
めるとともに、市民の多様なニーズに対応すべく、新たな事業への取り組
みや内容検討が必要。

学識経験
者等の意
見

　市民のスポーツ・レクリエーションに対する意向・ニーズの把握に常に努めながら、市民の健
康増進にさらに頑張ってほしい。

重点施策点検・評価表
推進目標

市民生活に定着するスポーツの推進と支援

重点施策

スポーツ・レクリェーション事業の推進
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